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研究成果の概要： 

 

古英語・中英語期の韻文資料の調査、および、15世紀以降のイギリス演劇を資料中心とした

分析が予定通り終了し、英語という言語の通言語的情報連鎖の研究が可能となった。また、英

語だけではなく、非西欧語（西アフリカ・ディダ語と琉球沖縄語史的資料）からの示唆も得る

ことができ、本研究の可能性を裏付けることができた。本研究の申請段階でも、歴史英語研究

から他言語研究への示唆、あるいは、英語とは系統発生的に異なる言語の分析から歴史英語研

究への洞察可能性を提示していた。3 年間の研究を通し、両側面を実証研究として提示するこ

とが可能となり、結果として言語進化の深層部まで迫れたものと判断している。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、研究代表者が米国留学中に取り
組み始めた「「好まれる項構造理論」に基づ
く歴史英語の情報連鎖機能」という個人研究
が基礎となっている。留学先大学院から研究
費の交付を受けていたこともあり、本研究申
請段階において既に国内外で研究論文を刊
行しており、その一部は同理論提唱者の著書
にも関連論文として紹介されている。また、

フィールドワークの一環として調査した西
アフリカのディダ語からの示唆も多分にあ
り、歴史英語研究を他言語との比較で研究を
進めることが可能となった。 
 申請者が本研究に取り組み始めた時点で
は、国内外を問わずに、「好まれる項構造理
論」の通時的妥当性を提唱している研究者は
皆無に等しかった。その意味でも、歴史英語
研究と「好まれる項構造理論」の有意味な融
合は、研究史上初の試みであった。試験的で
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はあるものの、過去千年を網羅する英語研究
として、「好まれる項構造理論」の通時的意
義を提唱する斬新な研究であった。 
 
２．研究の目的 
 
 「好まれる項構造理論」の支柱の一つは「形
式と情報」の言語普遍的特性の解明である。
特に、他動詞主語および他動詞目的語の機能
は通言語的に共通であることが先行研究か
ら明らかである。一方、自動詞主語は、当該
言語の文法システムにより機能が分かれる
傾向にあり、他動詞主語寄りの機能の場合と
他動詞目的語寄りの機能に大きく区分けさ
れる。 
 「好まれる項構造理論」の展開は、フィー
ルドワークに基づく言語調査によるところ
が大きく、事実、初期の研究史を鑑みると「語
り」のテキストを一次資料とする研究が大半
であった。近年になると、会話データや死滅
した古代言語の資料を分析した研究報告も
散見するようになっている。 
 こうした「好まれる項構造理論」の研究史
から明らかなように、元々生きた言葉の機能
を分析する手段として用いられる言語理論
であり、過去 20 年余りの間に、様々な言語
の共時的研究により理論の妥当性が提唱強
化されていた。 
 そこで、本研究では「好まれる項構造理論」
の通時的側面に焦点を当て、「形式と情報」
の歴史的変化の過程を解明することに主眼
を置いた。現在の言語機能は歴史の一側面で
あり、当該言語の段階的発達を調査すること
により、広義には「形式と情報」の進化と見
ることが可能となる。 
 本研究の目的は以下の 2 点に収斂される。
一つは、「好まれる項構造理論」の未開拓分
野への一歩であり、一つは、歴史言語学研究
において注目されることのなかった「形式と
情報」の段階的発達の詳述である。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究を追行するに際に、申請者は歴史英
語を研究対象とし、特に他動詞主語と自動詞
主語の情報性の考察に焦点を絞った。 
 歴史英語を研究対象とした理由は以下の
通りである。 
 
(1) 英語史には貴重な資料も多く、「形式と

情報」の通時的研究に適している。 
(2) 一方、理論的且つ実証主義的研究が僅少

である。 
(3) 希少な実証主義的研究も存在するが、形

式言語学に依拠する場合が多く、機能言
語学によるものは皆無に等しい。 

(4)「好まれる項構造理論」による通時的英

語史研究は研究史上初めてである点。 
 
 以上の理由から、本研究は「好まれる項構
造理論」の理論的耐久性を通時的に考察する
のであるが、分析対象とするテキスト選定も
入念に行わなければならない。 
 本研究では、可能な限り口語性の高いテキ
ストを各時代から選び、他動詞主語と自動詞
主語の情報連鎖機能を考察することを目的
とした。対象ジャンルは 15 世紀以降の演劇
作品を中心とし、それ以前の資料は、口語性
の高い韻文を 10 世紀以降から用いることと
した。 
 調査時代区分は 10 世紀、14 世紀、および、 
15～20 世紀までの各時代であり、英語史を 8
つの時代に分け、段階的発達を考察する計画
を立てた。 
 こうした歴史英語研究からの成果も大切
であるが、一言語の分析結果だけでは、理論
および分析手順の妥当性を実証しかねる可
能性も否定できない。そこで、申請者の研究
対象言語の一つである西アフリカのディダ
語、および、先行研究に提示されている他言
語の共時的分析結果も随時参照するように
心掛けた。つまり、どの変化が言語普遍的傾
向にあり、どの変化が当該言語に特有の変化
であるかを、可能な限り客観的に考察するこ
とにも細心の注意を払った。 
 
４．研究成果 
 

研究成果とは、研究実施計画実施中・終了

後に如何に成果を纏め上げ、どのような評価

を下されるかという時点までをも意味する。

以下のセクション５に提示する論文の中でも

、出版承諾済みでありながら未刊行のものも

多い。また、現在審査中の論文までも含める

と、研究成果への反応は今後数年を待たねば

ならないと判断している。 

申請者の研究発表の場が海外中心である点

もその一因となっており、研究発表から論文

刊行まで数年を要することは止むを得ない事

実である。しかし、『近代英語協会』や『香

港言語学会』等の学会からは逸早く反応があ

り、本研究の独自性は相応に評価されている

と言える。 

特に関心を抱かれた点は、英語史を細かな

区分に分け注視、入念なテキスト選定、およ

び、具体的数値を提示した点である。換言す

ると、本研究を実証主義的研究と位置付ける

根拠を確実に提示していることになる。 

更に、歴史英語を通言語的視点から考察す

る幅広いアプローチも上掲学会では評価され

た。近年、歴史言語学と言語類型論との両分

野からの知見を併せ持つ研究も散見するよう



になっている。本研究も、一理論の立場から

、同様の調査報告を行った結果、相応の注目

と評価を得たものと判断している。 

 本研究は3年間の集中的調査研究の結果、研

究書として刊行可能な質的量的成果を提示で

きたものと判断している。よって、出来るだ

け早い段階で研究書として公開し、識者から

の慧眼に触れつつ、今後の研究へ繋げてゆき

たい。 
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